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雄々しくあれ強くあれ(ヨシュア1:1-21)
　ハレルヤ。お会い出来てとても嬉しいです。私は韓国のソンナムにあるインマヌエルハンピッ教会ハン・サンゾ牧師です。うちの教会と雰囲気がとても似ています。うちの教会の聖歌隊も子どもたちが一緒にやっています。またもう一つはサモニムが一番前に座っていることも一緒です。今は一番前は重職者の方で2番目にまで下がりました。新しい信者が来て後ろで案内している人がサモニムだと思いました。一般の教会はサモニム達がそうしますが、タラッパンの中ではサモニムが一番恵みを受けるのです。招待してくださって感謝します。日本には何度か訪れていますがこのように教会に来て皆さんに出会うのは初めてです。私は日本語は「ありがとうございます」と「すみません」しかわかりません。今、うちのお父さんは82歳です。お父さんも牧師です。うちのお父さんは小学校5年生まで日本語で教える学校に通っていました。その当時は日本が統治している時代だったので韓国語は絶対に使ってはいけない時代でした。日本語がとっても達者です。日本語で1から１０まで教えてくださいました。幼いときに私に教えてくださいました。お父さんは日本語がとても上手で牧師でもあります。日本には説教のために一度も来たことはありません。お父さんを無視しているわけではないのですが、お父さんはただの牧師で私は福音を悟った牧師です。もちろん、お父さんの霊的な祝福はそのまま受けたことは信じます。

今日、どんなみことばをどのように伝えればよいのかたくさん祈ってきました。今日の本文の題目、ヨシュア1章9節を見てみました。「わたしはあなたに命じたではないのか。強くあれ。雄々しくあれ。恐れてはならない。おののいてはならない。あなたが行くところどこにでもあなたとともに神様はおられます。アーメン」。私が今日ここに来ました。主がともに来たことを信じます。私は初めに神様に呼ばれたとき、このみことばをくださいました。私は絶対できません。牧会者をできませんと言った一番の理由はお父さんを見たときにできないと思いました。復興がまったくできません。まず貧しいです。私はそれがとても嫌でした。ですから、私はお金をたくさん稼いで長老になって教会に献身しますから牧会者できませんと。2番目は自分自身を見たときにできないと思いました。私はこの場に立つことができないとても足りない者です。私は自分自身よく知っていたので「神様、私はとても足りない者なのでできません」。そのとき神様がこのみことばをくださいました。ですから、やりなさい。恐れないで強くやりなさい。どこにいても神様とともにいるから。それで神様がたくさんの理由といろいろな問題の中で今、私を用いられています。ですから、夢にもあった願いは牧会を始めればリバイバルでしょう。それで私の心にお父さんを見たときにどうしてあんなに復興ができなかったのかと思いました。能力で行えばよいのか。それならば能力を受ければよいのに、お父さんには能力がなかったのか。それなら神から能力を受けないといけない。その能力を受けようとして祈りの山に行きました。そのときは皆、山に登って祈りました。それで私はその能力を受けました。賜物をいただいたわけです。異言を受けました。神の恵みを受けました。霊的な分別をできる賜物を受けました。天の智、霊的なことも受けました。何か霊的な文字を書きます。それで異言を語ります。どんな言葉かわからずに朝までやりました。本当に能力が来たと思って病んでいる者に手を置いて祈れば癒されるのだと思って祈ってきました。福音を知らずに。ですから、何が訪れますか。サタンと言う存在が訪れます。サタンにやられ完全にボロボロにされました。すごくやられてしまいました。そして、福音を悟りました。そのときわかりました。私が高慢になってサタンにやられたのだなと。イエスがキリストだと悟ったあと、すべての目が開かれるようになりました。神様はそのときから私を訓練させ用いられたことを信じます。ですから、私は「できない」と言っている方にこう言います。ですから、やりなさい。教師をしてくださいと言ったら「できません」と言われました。「主日学校の教師になってください」「私のようなものがどうやってやりますか」「あなたのようだからやるのです。足りないからやりなさい。ですから神様が働くでしょう。私のような者もやるのだから。私よりも優れているのだからやってください」皆さん。神様がともにおられると恐れることなどありません。もう一度皆さんが今日信仰と確信を持って雄々しくあることを願います。雄々しくあれ。強くあれ。また驚いてはいけないという理由です。
どうして私たちは雄々しくあれ、また恐れてはならないのでしょうか。それは私たちは未信者の状態の生活がわかっているからです。未信者の人たちが奴隷の生活をしているのを私たちは知っているので恐れる必要などありません。また世の中をうらやましがる必要もありません。確かに神様は成していきます。そして、創世記3章1節から6節、皆、不信仰の中で生きていきます。神様などいないと。霊的なことなどまったくわかりません。ですから、ずっと罪の中で溺れて生きていきます。続けて罪を犯すのです。神様がいないと言っているそのことが罪です。だから、続けて呪いの中に陥ります。ですから、サタンに握られて生きていくしかありません。未信者の人たちはヨハネ8章44節悪魔の子どもとして生きていきます。一言で言えば運命、サタンの中で生きていきます。これが未信者たちです。私たちはここから逃れたことを信じます。私は世の中を見るとき昔は羨ましかったですが、今はそうではありません。世の中の人たちは苦しくて大変なので訪ねていくところが偶像崇拝しかありません。皆、問題の中で押されて生きていくしかありません。皆さんが世の中を見たとき、霊的な目を開いたときに本当に雄々しくあるし恐れることがありません。私たちはこの世の中をうらやましがるのではなく残念に思わなければなりません。この世の中の人たちは結局、運命、さだめの中に陥って、空中の権威を握った者、サタンについて地獄に行くしかない人生です。この人たちの人生は永遠に地獄に行くしかありません。皆さん、世の中にもこのような言葉があります。20代の顔は親の責任であり、50代の顔は自分の責任です。ここにいる方々は自分の顔に責任を持っている方だと信じます。今私はヨンインという地域でホームレスの方を10人くらい集めて働きをしています。ホームレスの方々を集めて訓練させ復帰させるところがあります。今週も行ってきましたが、そこに行くたびに感じることがあります。その言葉が私の考えから離れません。本当に50代、60代の方々は自分の顔を自分で責任を持たなければなりません。その方々はただ座っているだけ、顔を見るだけでもホームレスの方だなとわかります。そう顔に書いてあるので言ってあげたいのですが言えません。この方が一生未信者の状態で生きてきたのですごくかたくなになっています。みことばを伝えてみると山、石の前で伝えているような感じです。山で一人やったら声が逆に戻ってきたりしますが、私は30分ほど大声でずっと説明をします。福音を伝えます。30分後もまったく同じ顔です。本当にこれではだめだと思い、それで私は「ついて言ってください」と言いました。それでついて話すようにさせます。皆さんもついてやることが無いようにしてください。少し笑ってください。世界で2番目に格好いい牧師先生がいらっしゃったので笑ってください。1番目は張先生ですから。ここでは少し私は押されましたが他のところに行けば1番です。皆さん、未信者の生活そのものを私たちは知っています。この人たちに必ず答えをあげられる皆さんであることを信じます。ですが、私たちはそれを見て揺れることがあります。まず皆さんが揺れ動かないで未信者の状態、生活そのものをよく見てください。
2番目はどうして私たちが強くあれ恐れてはいけないのか。もちろん、結論は出ています。神様がともにおられるので。2番目は私たちは信者の祝福を知っているからです。皆さん、自分自身の状態を知っているからです。私、自分自身の状態を知っているからです。恐れてはいけません。私が今まで通ってきた教会の方々は私が世界で一番良い男だと皆知っています。どこに行っても私がこの言葉で皆さんに洗脳してしまうからです。初めに挨拶でそうします。なぜならばそれが私の価値ですから。私の今の状態ですから。以前はそうではありませんでした。これが私の傷の癒し方法です。私が幼いとき、私の親、親戚のおばさんたちがいつも私に対して心配事がありました。「あなたはその顔でどうやって結婚するのか」でした。「あなたのような顔の人にだれが嫁に来るのか」といつも心配が山のようでした。どれくらいその心配が外に出たのかといえば、うちの妻が初めて挨拶して外に回りながら出した結論と言うのは「もしかしてあの人は前科２犯ぐらいあるのではないか」と言われました。あいさつするたびに私だけ呼んで「無条件で結婚しなさい。どこでその嫁を見つけてきたのか。無条件しなさい」と言われました。そのくらいうちの妻はきれいです。一番言われたのは私の目はボタンのようですと言うことでした。うちの家族で私だけ目が小さいです。私の下の弟は高校の教師ですが二重が二つもあります。私だけこのようにボタンのような目です。それで私の祈りの課題はこうでした。私の妻は無条件、目が大きな女をと祈りました。本当に目の大きな奥さんに会いました。初めて会ったときに眼鏡もかけずに目がこんなに大きな彼女でした。これは無条件、神様が与えた方だな。無条件、結婚だなと。２か月付き合って「結婚しよう」と言ったらしないと言います。「自分は伝道師とは結婚したくありません。牧師夫人になりたくないので別れましょう」と言い、別れました。それで２か月間、早天、徹夜で祈り続けました。私ではなく妻がです。どうしてでしょうか。「忘れますように」とです。それで忘れられなかったのか２か月後、私が電話するとすぐ出てきました。それで結婚しました。結婚して３年くらいしたら鼻が見えました。目と鼻が一緒にくっついています。そのときになってやっと鼻が見えてきました。そんなにきれいではないことがそのときから見えました。３年目で見えてきました。これは噂しては絶対いけません。とにかくきれいな妻です。それでもっと良くなりました。私が続けて何をしたのか。神様の子どもです。主のしもべです。神様がともにいるのに。いつも毎朝起きて鏡を見ながら「あなたは世界で一番いい男だよ。あなたは最高に素晴らしい牧師だよ」と。髪を整え鏡を見ながら格好良いと言っています。本当に格好良いと。妻がそばで聞いて笑っています。最近は子どもたちが大きくなりました。「お父さん、お願いだからもうやめて」私はいまだに朝毎にやります。今朝もジェルを塗って格好良いなと思いました。鏡を見ながら世界で一番良い男と。そうでしょう。アーメンしませんね。２番目に良い男です。特にレムナント教会だけが２番目です。続けてそうしてきました。私の癒しの方法としてそうしてきました。いまは、あいさつするときはそのようなことは言いません。伝道専門合宿に行ってきました。張先生はひげを生やして日本では有名な方です。またフィリピンでも同じように有名な方がいます。その宣教師さんと一緒に伝道専門訓練に行きました。紹介するとき同じく紹介しました。世界で一番格好良い牧師ですと。それで終わったあと一緒に部屋に入りました。そして、言われました。「そのことはもう言わないで」と。「本当に格好良いのに高慢でそんなことを言ってはいけないでしょう」と。「じゃ私は本当にいい男ですか」本当にいい男だと言われました。「いよいよ私は格好良い男になったのだね。もうやらなくてもよいね」。それでこのように格好良くなったわけです。そうでしょう。皆さんも鏡を見てやってみてください。ヨハネ３章１６節にあるように私たちは神の愛を受けたものです。神の愛を受けた者。私はだれですか。こう見えても私は神様の愛を受けたものです。張先生が愛を受けてもここまで来られるので。私たちが旦那さんから愛されるだけでも、どれほどうれしいでしょうか。妻の愛を受けただけでも、どれほどうれしいことでしょうか。子どもたちもお父さんが自分を愛していることを知ったらどれほどうれしいことでしょうか。逆に愛されないと言ったら悲しくなってしまいます。私はこう見えても神様からの愛を受けた者です。足りないと言っても神様からの愛を受けた者です。私が少し勉強ができなくても私は神の愛を受けた者です。私が少し英語ができなくても神様から愛を受けた者です。日本語が少しできなくても神様から愛を受けた者です。皆さんはだれですか。神から愛を受けた皆さんです。旦那さんがそんなに愛してくれなくてもそんな顔しないでください。妻がそんなに愛してくれなくてもそういう顔をしないでください。皆さんは神様の愛を受けた者です。そうですね。ですから、恐れることなどありません。２番目、皆さんは神様の子どもです。ヨハネ１章１２節にある神様の子ども。身分と権威が回復された神様の子どもです。私はだれですか。神様の子どもです。アーメン。

「これが私の証し。これが私の賛美です」。先ほど２０４番の賛美をしました。この賛美を歌うときに本当に心から感謝しました。昔はこの賛美をしながら毎日泣きました。この賛美、２度やったら泣きます。ここで２０４番の賛美を２度ほどやったら皆さん泣くようになります。本当に神様の子どもである身分と権威を下さってとても感謝です。本当に聖歌隊がこの賛美をすると講壇で泣く場合があります。泣きたくないのですが泣いてしまいます。本当に涙が出てしまうのです。そこにいる勧士さんたちもついて泣きます。横でも泣きます。皆本当に泣いてしまうのです。あとで終わったら妻から「泣かないでください。講壇で泣くと皆も泣いてしまうでしょう。そうしたら皆が泣き虫になってしまいます」と言われました。賛美するとき、本当は涙が出ているのですがやめようとしています。本当に自分自身が感謝で嬉しいのです。日本まで来てこの賛美を一緒に歌ったときにとても恵まれました。本当に私が生きている間、唯一、主にだけ栄光を。皆さん、私たちがこれを知ったなら何を恐れるでしょう。揺れる理由などありません。私たちは神様の子どもである身分と権威が回復されたことを信じます。それも聖霊様として私たちと永遠にともにいることを信じます。エペソ２章５節から８節。今日も私たちが恵みの中にいることを信じます。本当に救いも恵み、今この時間も神様の恵みであることを信じます。私たちは恵みの中にいるので私たちは恐れることがありません。驚くことなどありません。いつも神様の恵みの中にいることを信じてください。隣の方とあいさつしましょう。「神様の恵みが大きいです」今日もこの場が神様の恵みであることを信じます。
３番目に私たちが雄々しくあって強くある理由は何ですか。私たちが伝道者であるからです。答えを伝える者であることを信じます。ですから、恐れる必要などありません。皆さん、マタイ１６章１６節のみことばを知っているでしょう。主はキリストで生ける神の御子です。アーメン。これを伝える者はだれしかいないですか。皆さんしかいません。本当に不信仰、呪いの中に溺れている人たちに女の子孫、キリストを伝える者は私たちしかいません。これを悟ったことは神様の恵みの中の恵みです。これは牧師が道を歩いて雷に当たることより難しいことです。ですから、張先生と私は雷に当たったようなものです。私はこの福音を知らにときには洋服の前後ろに「未信者は地獄。信者は天国」をつけて歩きました。市場やあちこち全部歩き回りました。知らないときには。皆さんは確かに知っています。会うひとたびごとに福音を伝えればよいです。チャンスさえあれば福音を伝えればよいです。もうすでにイエス・キリストとして終わらせたことを信じてください。皆さんは出エジプト１１章２１節、過越しの血の秘密を知っています。イエス・キリストの血の秘密を知ることを知っています。この奥義を持っている皆さんがこれを伝えなければなりません。言わなければなりません。エジプトの奴隷にいるときに「羊の血を塗りなさい」、これを本当に言わなければなりません。子羊の血を塗った家は死の使者が乗り越えるから早く塗ってください。その個人が子羊の血を塗った日終わります。皆さん、のろい、苦しみの中にいるその家庭がイエスの血を塗ったときに終わります。インマヌエルの祝福を持っている皆さんであることを信じます。この答えの奥義を大胆に伝えてください。神様がともにいる奥義を多くの人が知りません。教会に１０年、２０年通っても知らない人たちがいます。金曜日も現場にキャンプに行って大学生一人が受け入れました。続けて教会に通っていたようです。「神様はともにいるの。神様はどこにいらっしゃるの」と聞いてもわかりません。インマヌエルの奥義の祝福をわかっていません。皆さんは知っているし持っていることを信じます。これを伝える者はだれですか。皆さんです。他の人達ではありません。ですから、私たちは強くあり、また雄々しくなるしかありません。本当に大胆に福音を伝える皆さんになることを願います。アーメン。そうでなければどうなりますか。これを伝えないことが罪です。それをわかっていながら行わなかったらそれが罪です。世の中の人たちは罪の中、呪いの中にもうすでにいます。これをわかっていながら伝えない私たちは続けて罪を犯していることです。私たちは義人と言われました。罪、のろいから完全に解放されたと言われています。合っています。ですが、これを伝えないことが罪です。憎い世の中の人がいます。一番憎い近所がいます。信じない旦那の中に憎い旦那さんがいたり。そうしたら他に言うことがありません。悪口言う必要ありません。喧嘩する理由もありません。怒る理由もありません。静かにしてください。一生、イエスだけ信じるな。それが呪いの中の呪いです。一生豊かに生活してイエスだけ信じなければどうなりますか。永遠な地獄で生きるしかありません。とても楽しいでしょう。私を苦しめる人間がいる。「イエスだけ信じるな。いいよ。私を続けて苦しめて。イエスだけ信じるな。そうしたらあなたは永遠な地獄だね」と。これでいいですか。もし皆さんがあまりに憎くてそうするなら。もちろん、魂のために祈らなければなりません。悪口言ったり喧嘩する必要がありません。皆さんはこれをもってこれを伝える伝達者であることを信じてください。それをもって伝道者だと言います。だれがこの祝福を与えたのでしょうか。神様が下さったことを信じます。皆さんをとおしてこの民族が福音化されることを願います。皆さんをとおして世界が福音化されることを信じます。私のように弱い足りない者も世界福音化に用いられております。皆さんは私より立派なのでもっと大きく用いられることを信じます。皆さんをとおして神の御国が拡散することになります。皆さんが行くところに神の福音が続けて伝わることを願います。他のことなどありません。もうすべて終わったのではないでしょうか。他のものはすべて下して、皆さんはオンリー聖霊充満だけ求めてください。唯一性の祝福の中に入る恵みがあることを願います。神様からくださる力を得られることを願います。他のものではできません。私はそれに対して本当に証人です。他のものではできません。私はただ神様から下さる力によってここに来られました。本当に皆さんは私をよく知らないでしょう。顔だけ見ても絶対できないと思います。私は本当に神様の恵みと力によってここに来られたことを私は知っています。神様の恵みで神様の力によってこの場まで来られたことを信じます。皆さんが少しだけこの契約を伝えようとして祈るなら神様から用いられます。父なる神様が皆さんとともにいることを信じてください。このような大きな恵みをいただいたのでこれを語らないといられないわけです。皆さんに大きな奇跡を体験できる恵みがあることを願います。私はものすごく驚くべき奇跡と言ったのであまりなかなか信じられません。もちろん、この場で立っていることが驚くべき奇跡だと思います。３年ほど前、神様の驚くべき奇跡だというものを悟らせてもらった恵みがありました。３年ほど前、私はパキスタンに行ったことがあります。日本はキリスト教徒が0.3％と言いますがパキスタンは0.1％がクリスチャンです。モスレムの国であります。そこに行ってもし間違えれば殺されることもわかっていながら行きました。パキスタンの国に行きました。そこで金曜日、土曜日と集会を行いました。私がやったのではなく、私と一緒に行った牧師先生が集会を行いました。多くの人たちが集まってやったのでとても感謝でした。もちろん、環境やいろいろな場面はすごくよくなかったです。韓国の60年代、70年代の環境でしょう。そういった状況の中で、主日の朝を迎えました。横になりながら「ここはどこだろう」と本当に祈りました。主日の朝です。ここはどこだろう。パキスタンだ。私がパキスタンに来ている。本当に神様が私がパキスタンの国に来ていることに対して恵みをくださいました。何のために。福音をもって福音のために福音を悟って、これを伝えるために神様がここまで私を送りました。絶対にここまで来られることができない人間がここに来ている。夢にも思えなかったパキスタンに。想像もできなかったパキスタンに。本当に驚くほどの祝福なのだねと。神様が恵みを与えてくださってすごく、すごく感謝しました。そこでも大泣きしました。一緒に行った牧師先生たちは皆「どうしました」「大きな恵みを受けたからです」と。この驚くほどのものを私たちはすでに受けました。皆さんの生活をとおしてこの福音の驚く祝福を体験することを願います。この1週間も皆さんの行くところ、その歩み、歩みの中で神様がともにいることを信じます。雄々しくあってください。どんなことがあっても恐れることがないように主の御名で祝福します。皆さんをとおして未信者の人たちが生かされる恵みがあることを願います。伝道者の使命が皆さんをとおして現れることを主イエス・キリストの御名によって祝福します。
（お祈り）
生きておられる主よ。感謝捧げます。主の恵みと義のために、私たちを用い、行く歩みごと主の聖霊様が働いてくださり、命が生かされることが続けてありますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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